
自ら体感し、学習意欲を高める保健科教育の定着をめざして

　一確かな習得と習得した知識を活用する保健学習－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教職大学院応用領域　　授業づくり履修モデル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮下利恵

１　研究主題の理由

(1)保健学習の現状と実態から

　本校における保健学習の現状は，限られた授業時間

の中で，教科として継続的に段階を追って系統的な学

習等が困難であるため，結果的に知識の習得・活用が

曖昧になっていた。それは，平成22年10月11日～平

成22年10月27日に本校の４年生(50人)・５年生(60

人)・6年生(61人)を対象に実施した保健学習に関する

意識アンケート(別紙　資料１)と認知テスト(別紙

資料2)(｢保健学習推進委員会報告書(財)日本保健学

会　平成１６年刊)結果からも立証できた。そこから，

次の２点が課題として明らかになった。

○　保健学習に意欲的に取り組めず，「わかる」実

　感が希薄で，保健学習の楽しさと大切さの理解

　につながっていない。

○　知識を習得・活用できていないため,思考力・

　判断力が育たず，自分の生活に生かせない。

ためには，保健科教育を学校教育全体の中でのカリキ

ュラム開発と評価等にどのように位置付けるのかとい

う観点が重要になる（注1･2･3）。

（3）教育施策から一知識の習得と習得した知識を活用

　した保健学習－（傍線は宮下による）

　新学習指導要領においては，思考力・判断力・表現

力等の育成が求められている。中央審議会答申（文献

1）においても「思考力・判断力を確実に育むために

基礎的・基本的な知識・技能の「習得」とともに「観

察。実験やレポートの作成，論述といったそれぞれの

教科の学習活動の充実」の必要性が説かれている。

　保健分野の「内容の取扱い」では「指導に関しては，

知識を活用する学習活動を取り入れる等の指導方法の

工夫を行うもの」と示されている。この解説に「知識

の習得を重視した上で知識を活用した学習活動を積極

的に行うことにより，思考力・判断力等を育成してい

くものである」とある。また，新学習指導要領におい

ては,保健学習の特異性として「習得した知識の活用」

について，「指導にあたっては，身近な日常生活の体験

や事例などを用いた話し合いブレインストーミング

応急処置などの実習　実験などを取り入れるなど多様

な言語活動の工夫」を求めている。つまり，授業の中

で工夫された言語活動の内容を子どもが自ら体感する

ことで，学習意欲を高め，知識を習得するとともに，

保健領域の基礎。基本として，子どもたちが健康安全

に興味をもち，主体的に学び，問題を解決していくよ

うな資質や能力を育成できる。

　　「わかる（体感する。保健学習の特異性）授業実践

をし　保健学習を「保健科教育　として定着させてい

くような授業内容になるよう言語活動等を工夫してい

くことで，子どもたちは，学習意欲を高め，知識を習

得し，習得した知識を活用していくのではないかと考

え，課題実践の研究テーマを「自ら体感し　学習意欲

を高める保健科教育の定着をめざして一確かな知識

の習得ど得した知識を活用する保健学習－　と設

定した。自ら体感し，意欲を高める単元構想モデルに

よる実践を通して，確かな習得から思考力。判断力の

高まりを検証する。

２　研究実践の構想と方法

（1）研究のねらい

　主体的に保健学習に取り組み知識を習得し，思考

力・判断力を身に付け，課題を解決する資質や能力を

　児童生徒たちが，生涯にわたり健康で安全により幸

福に生きていくためには，基礎・基本の知識（習得）

から活用力を養い，必要な基礎・基本の知識を「楽し

く必要感をもたせて」「全員に習得」させることが不可

欠である。そのためには，全ての子どもが学ぶべきも

のとして学習指導要領に位置づけられている「保健学

習　を，心身の健康教育の中核として確実・効果的に

行うための授業開発が必要である。

（2）今，保健科教育に求められるもの一自己を愛し他

　者を大切にすることと「生きる喜び」－

　はじめに，私の考える「保健科教育」の概念を，以

下，簡単に整理しておきたい。

①現代や環境の変化・生活環境や生活様式の変化に対

　応した「心身の健康。安全，自己実現・コミュニケ

　ーションの方法や知識」に関わる，いねば総合的な

　課題解決能力（生きる力）の育成である。

②自分を愛し，他者をも大切にすることは「生きる」

　　「関わる」「愛する」ことの基盤であり，その中核に

　保健科教育がある（生命･愛と性・思春期・関係能力。

　言語力等）。

③生涯を通じて積極的に心身の健康。安全を保持・増

　進できるような「高度情報社会における生き方」を

　学び取らせるリテラシー（言語力）育成教科である。

④学校における各教科学習。特別活動等と相互に関

　　連しあってこそ「生きた保健科教育」になる。その
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育成することを研究のねらいとする。

（2）授業構想のポイントと方法

　　一新課程の課題に応え,子どもたちが生涯にわたり「健康で安全に」

　　　　　　　　　　　　　生きていくためにー

①「言語活動」一一確かな習得。活用

　保健学習における「言語活動の充実」と確かな学力

（習得・活用）を評価のレベルから改善するために下記

のア～ウまでに留意してそのレベルを表１に表した。

ア　保健学習における「言語活動の充実」

　新学習指導要領では特に全教科。領域を通して「言

語活動の充実」が求められている。体験（経験）活動

との相互作用で，生きた学力になるという考え方がみ

られている。つまり，「系統的な学力指導」と「学習者

の関心や意欲を生かした体験活動指導」の両輪を踏ま

えた，バランスの良い教育課程が求められている（注

3・4）。さらに言語活動の充実を図ることで，基礎基本

の確実な知識の習得・活用能力を系統的に指導しつつ，

社会的，日常的な中で，主体的な課題解決能力，探求

態度，豊かな思考力・判断力が育成される。

イ　確かな学力内容（習得・活用）を明確にする

　新学習要領の保健科の目標を整理し，意欲・関心。

態度に基づいて「習得・活用」の学習内容を理解して

能力を身に付けることが，確かな学力を身に付けるこ

とと考えた。そしてこれは,保健学習の基礎・基本（習

得）を身に付けることにもつながる。

ウ　確かな学力は「評価のレベル」から改善する

　保健の評価をしっかり行うことが確かな学力（習

得・活用）をつけるために不可欠である。そこで，保健

学習の評価は，「関心・意欲・態度」「思考。判断」「知

識。理解」の三観点て行う。その際，評価の結果で後

の指導を改善し，新しい指導の成果を再度評価すると

いう指導に生かす評価を充実させることが求められて

いる。指導と評価の一体化をすることにより確実な「習

得」ができる（表1）。

【表1保健学習｢言語活動の充実｣と確かな学力(習得．活用)を明確にし，

②知識を活用する学習活動のエ夫‥意欲を高める保

　健学習

　新指導要領においては，児童の思考力・判断力の育

成をめざして「知識を活用する学習活動」を取り入れ

ることが求められている。そこで，積極的・主体的に

保健学習に取り組み,生涯において健康で安全な生活

を送るための基礎を培うよう,児童の経験や積極的な

活動を促すようなさまざまな指導の工夫を,単元や授

業の中に取り入れていく。

【知識を活用した学習活動の例】

　・日常生活の体験や事例を用いた話し合い

　・ブレインストーミング　・ロールプレイング

③｛体感｝＝分かるから確かな習得へ

　保健学習での確かな「習得・活用」とは各教科にお

ける知識。技能等の「習得・活用」とはやや異なる特

質があることに注意しておく必要がある。

　保健学習で児童生徒たち自らが「分かる（理解する）」

ことは「体感すること」であり，この体感こそが保健

学習の基礎。基本になると考える。

　知識を覚えるような概念的な理解で終わっている保

健学習は,真に求められている保健科教育（保健学習）

とは言えない。児童生徒に保健学習の重要性を　実感

させ　その必要性を自覚させること（体感）が重要な

ステップであり同時にゴールとも言うことができる

　【体感の例】グループつくりのエクスサイズで，仲

間が見つかると，うれしい。　１人になるとつらい・

悲しいことを体感する。

　児童が自ら体感することで　学習意欲を高め　知識

を習得するとともに児童が健　ぶ全に興味をもち

主体的に学び　問題を角決していくような資質や能力

を育成できると考える。

　　　　　　　(3)課題を解決するための仮説・

その評価レベルをまとめた表】
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計画一方針

①研究の仮説

②研究の方針

　仮説を検証し計画を実践するに

あたり，授業モデルを開発実践す

ることで，言語活動．知識を活用

する学習活動．体感する教材の工

夫と学習意欲．確かな学力との相

関関係を検証する．



③単元の構想モデル（4時間完了）〈別紙資料２〉

３　授業実践の概要一一課題を解決する

　本課題実践研究の構想と方法にしたがって立案した

授業実践の中で，本稿では，小学校５年生体育分野の

単元「心の健康」計画と理論・実践から課題をもとに

研究を推進していく。

（1）単元　５年生「心の健康」

　　－なぜこの単元を選んだのか一

　平成20年度の文部科学省の学校基本調査では,小

学校のいじめの認知件数は40, 805件で,その内容で一

番多かったのが,仲間外れ,無視等だった。本校も例外

ではなく，年２回実施している教育相談アンケートの

結果，毎年５年生になると悩みかおる児童が　える傾

向にあり　その理由の90％以上が友達のことであっ

た。本校で,平成23年６月５年生児童（51名）を対象

に初めてストレスについての調査をした。その結果，

約84％の児童が「ストレスがある」「ときどきある」

と答えていて，その原因の多くは悩みの原因と同様，

友達関係であった。

くグラフ１　ストレス　くグラフ２　ストレス

　　　がありますか〉　　　　の原因はなんですか〉
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　（2）本単元の目標

　　東海大学教授の近藤卓氏は,最近の子どもたちは，

　「レジリェンス」（精神的回復力）が弱く「ＰＴＧ」

（外傷後成長）が難しくなっていると指摘している（健

康雑誌「平成23年６月教育相談」引用，本の森社出版

）。これは，「問題が生じたときに精神的に立ち直れず

問題を　み台にして強くなる力がないこと」と言える。

本校の児童の実態からも同様のことが伺える。知識の

習得と習得した知識を活用する学習活動，体感する教

材の工夫を取り入れた保健学習をすることで，日常の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中でさまざまな人間関係から生ずる不安や悩みに対し

て主体的に。，因や対処方法を考え問題を解決してい

くことでよりよい人間関係を　く子が育つと考えた

主体的に問題を解決していく力を「自力解決型ステッ

プアップカ　と解釈し児童がこの力をつけよりよい

人間関係を　くことができるようにすることが，自ら

体感し，学習意欲を高める保健科教育の定着につなが

ると考えられる。

　（3）研究の計画（資料3）

る中で自分に合った対処方法を見つけることで,不安

や悩みがあっても心が軽くなったり，がんばろうとい

う気持ち（レジリェンス）を高めたりすることを目指す。

③体感する教材のエ夫・分かるから確かな習得。活

　用

　授業のつかむ段階で,児童に興味関心をもたせたい。

それが,児童の「分かる」に繋がると考える。保健学習

で児童が「分かる（理解する）」ことは「体感する」こ

とであり,体感こそが保健学習の基礎。基本になると考

え,児童が体感することのできる教材を開発する。また，

　「絆ワーク」などを取り入れることで,実践化につなげ

ていく。

　手立て①～③の実践から自力解決型ステップアップ

カを高める。

（5）検証方法

　教育相談アンケートにおいて,友達のことで悩んで

いると答えた３名の児童を抽出児童として,その変容

を観察やワークシートから学習意欲や確かな習得。活

用・表現力の高まりを検証していく。

４　実践内容（別紙　資料３　指導案。ワークシート）

（1）言語活動の充実」一一改善しようとする気持ちを

　育てる

①心を見つめる手立て

ア　心と体がつながるには原因がある

　「友達から仲間はずれにされている時,朝がきたらど

うなるか」という発問をして，この気持ちと症状につ

いて児童に考えさせた。「またいじめられたら嫌だなと

思って,お腹が痛くなる」と児童は答え,心と体が変化

する時は,原因があることに気付いた。そこで,自分の

経験を振り返って，「どんな場面で,どんな気持ちにな

　（4）研究の手立て

①「言語活動の充実」一確かな習得・活用ヘー

　自分のもっている不安や悩みを解決するためには，

まず,自分の心の状態を知る必要がある。自分の心を見

つめ,話し合いをすることによって不安や悩みを解決

し,よりよい状況に改善していく場面の工夫をする。

②知識を活用した学習活動一一学ぶ意欲を高める場面

　の設定

　知識を確実に習得することで,実践力につなげるて

いきたい。自分の経験をもとに考えたり,体験したりす
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つたか,その時の体の変

化はどうだったかをフ

ラッシュカードに書か

せて,黒板に貼っていっ

た〈写真１〉。抽出児童

Ａは最後に少し照れた

ように黒板に貼った。

　カードには，「学校へ

〈写真1〉心と体が関連している場面を貼っている児童

行きたくない時,行くもんかと思い,石みたいに固まっ

た」と書かれていた。〈資料４〉抽山児童Ａがカード

に自分）気持ちを表現した瞬間だった。　クラス全員加

工のカードを書いたことて,心と体が関係しているこ

とを全員が確実に習得できた。そして自分の気持ちを

表現でき,すっきりした様子だった。

　　　〈資料４　抽出児が書いた経験〉

きた。また,抽出児童の感想からも友達との関わりにつ

いて意識したことが分かった。

　　　　　〈資料５　抽出児の感想〉

　｢どんな顔

｢心＝体??｣に

おいて,楽しい気

持ちや緊張した気

持ちが心臓に表れ

二とて,児童は,心

と体が関連してい

ることを感じた。

次に顔で気持ち

を表せるかを考え

カード｣

　　〈写真2　どんな顔カードに記入している児童〉

させるために「どんな顔カード」を活用したく写真２

〉。「気持ちを顔で表してみよう」という発問をした。

最初に表情のない顔のカットを用意したこと,男子用

｡女子用の顔のカットを用意したことで,児童は楽しく

考えながら,一一人一人が表情と気持ちを描くことがで

きた。黒板に貼ると「泣き笑い」「笑えてくちゃくちや

になった顔」など,友達の描いた顔を見て,表情に多く

の気持ちが表れる

ことを理解した。

　抽出児童Ａは「

めちゃくちゃ怒っ

た顔」を描き,抽

出児童Ｂは「困っ

た顔」，抽出児童

Ｃは「へんな顔」

を描いた〈資料6〉

〈写真3　黒板ら貼った｢どんな顔カード｣〉

〈資料６　　抽出児が書いた｢どんな顔カード｣〉

　３名の抽出児童は,自然に自分がしたことのある

顔を描いたのかもしれない。そう考えると「どんな

顔カード」は学習意欲を高めるだけでなく，児童の
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②「ＰＴＧ」（外傷後成長）をするための手立て

ア　なるほど気持ちが違うんだ

　人との関わりが心の成長に深くかかわっていること

を理解させたいと考え,次の実践をした。

　ここで,それぞれの言い方に対してどう思い,どう答

えるかを聞いた。すると児童が「なんだ。どっちも同

じだ。だってどっちもごめんつて謝ってる」とっぶや

いた。二のつぶやきをみんなで具有した。すると「言

葉は同じでも気持ちが違う」という発言かおり，「話し

方とかで嫌な気持ちになったり,優しい気持ちになっ

たりする丿相手のことを考えて話しかけたらいいので

はないか］という意見加山された。そこで「小さい時

だったら,すぐに怒ったけれど,５年生なんだから理由

を聞けばいい」という意見につながり，相手のことを思

いやれるのは心が育っている証拠であることが理解で



内面を開示できる,警戒心を取り除き自分の心を表

現させるのによい教材だったことを強く感じた。

（2）知識を活用した学習活動・・意欲を高める

①「心もバージョンアップ」

　心も成長していることを知らせるためにブレインス

トミンダを行った。　１年生の頃にはできなかった二と

て５年生になってできるようになったことを，１項目

1枚のカードに思いつく限り書かせた〈写真4〉。

時開け1分間で,32枚もがいたグループもあった。各

グループが書いた

用紙を黒板に貼っ

て綴介すると，「で

きる二とがすごく

増えている」と自

分たちの成長の様

子に気付くことが

できた。その後で

きるようになった

ことを「感情・思

考力。社会性」に

関する内容で分類

した。感情の発達

で，「うそ泣き」

　「つくり笑い」と

書いた児童がいた

ことから,これら

の行動について話

し合った。「つくり

笑い」は「嫌なこ

〈写真5　黒板ら貼った｢できるようになったこと｣〉

とを相手に知られないようにする且つらい気持ちを隠

す時にする」，「うそ泣き」は「これ以上怒られないよ

うにするため」などの意見が出された。「小さい時には

，こんなことは考えられなかった」という感想が聞かれ

,感情も年齢とともに大きく成長していることをつか

んだ。つくり笑いもうそ泣きも「自分を守るうとして

いる」という意見も出て,思考今人との関わりとの関連

があることに気付〈こともできた〈写真5〉。

②　無視つて「心が痛い」

　友達の態度によって感情にどのような変化が起こる

かを体感させるため,ロールブ）レイをして考えさせた。

　話し手の児童は,朝起きてから今までのことを１分

間で一一一生懸命話をするが，聞き手の児童には,そっぽを

向いたり知らんぷりをしたりして，目を合わせずつま

らなそうな顔をさせた。この様子を観察していた児童

は，「全然話を聞こうとしていなかった。すごくかわい

そうだった丿もっとちゃんと話を間かないといけない

と思った」と感想を述べていた。

③「すごい！体中,心とつながっている」

　心と体が繋がっていることを確実に習得させたい

と考え,グループで体の中で,顔巾他に気持ちを表せる

ところはないかを考えさせた。各グループに令身の紙

なを貼った用紙を配付した。児童は「緊張すると,足部

がくがくする」「うれしいと,手がばんざいする」等，

体の部位を指した

り,実際に手を上げ

たり,首をうなだれ

たり，自然に動作化

して伝えていた

　〈写真6〉。友達に

伝えながら,それを

カードに書いた。

カードは，｢どんな

〈写真6心と体が関係している場面を書く児童〉

気持ちの時に」「体のどこが」「どうなったか」を簡単

に書けるように工夫したため,全員が参加する二とが

できた。黒板に貼った全身図を使って各グループが説

明する二とて，〈写真7〉全身が心とつながっているこ

とをつかむとともにこの教材を使用したことで,体中

が,心と繋がっていることを視覚からも確認すること

ができ,理解が深まった。

〈写真７　説明する児童〉

④心どっきんボックス

　児童に誰もが悩みや不安をもっていることをとら

えさせたい。しかし,自分が体験した悩みや不安を発表

することはなかなかできない。そこで，「心どっきんボ

ックス」を活用した。　１人１人が悩んでいる二とや困

っていることを書き，「心どっきんボックス」に入れた

　〈写真8〉。76％の児童が,友達のことについて書いてい

た。「心どっきんボックス」から１枚取り出して「友達

がこっちを見て,こそこそ話をする」と読み上げると，
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児童Ｃ･が「されたことがあ

る」とつぶやき,他の児童か

らも「私も」「すごく嫌な気

持ち」と声がllかっと。　二

の他に「突然無視された」

　「嫌々ことを言われた」と

読み上げるたびに同様の声

が卜がった。児童は,だれも

が不安や悩みをもっていて，

同じような経験をしている

ことが分かった○抽出児童

Ａは「みんなも同しなら,悩

みくらいあってもいいんじ

やなと思った」，抽出児童Ｂ

〈写真8「心どっきんﾎﾞｯｸｽに入れる児童〉

は「みんなの書いたことに共感した。不安や悩みの内

容は違っでも,みんな一緒

だけでなく，みんな同じような二とて悩んでいたんだ

と分かった」という感想加山され,不安や悩みはだれに

でもある二とが分かり,安心した振子が伺えた。

【心どっきんボックスから出た友達の不安や悩みを聞いた感想】

一人によって悩みがあるんだなと思った。

・自分と同じ立場の人がいっばいいた｡

・いじめで悩んでいる人もいっぱいいた。私はしたくない。

。みんな１回は、不安や悩みを経験した二とかあるんだ｡

・みんな私のようにひそひそ話をされた二とがあるんだと思った

・たくさんの悩みがあるんだな。

⑤なんだ，不安や悩みは消えていく

　クラスの多くの人が,友達の二とて悩んでいたこと

が，授業の中で分かった。そこで,剣際の場面でどう対

処していったらいいかアサーショントレーニングを活

用して考えた<資料7〉。

　<資料７　アサーショントレーニング〉

　アサーショントレーニングの前段階で,「嫌なことが

あった時どう思うか」という質問に対して，「ずっと心

に残る」と答えて

いる児童が多かっ

たが,中には「すぐ

に忘れる」という

児童もいたくグラ

フ3〉。その結果を

知り，人それぞれ

嫌なことに対して

の感じ方が違うこ

とを理解した。　こ

〈グラフ３　嫌なことがあった時どう思うか〉
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の結果を基に実際に友達に意地悪をされた時に相手

に何を仏えたら心に残らないか考えた。相手にしない

丿言い返す」「理由を聞いてみる」などと書いていた。

二れらを基に話し合いをした。その結果，相手にしな

かったり言い返したりしたらけんかになってしまうか

ら，理由を用いて仲直りすることが一番心に残らない

ことを共有した。友達関係で嫌なことがあった時に

相手にきちんと伝えたり,話をして理由を聞いたりし

ていくようにする意識が高まり，実践への意欲が感じ

られた。そして,大きくなるにつれ不安や悩みが多くな

っているのは,自分自身のことを考えたり,他人にどう

見られているか感じたりする力がついてきたからだと

知り,心が大きく成長する時は,不安や悩みを強く感じ

るということを理解した。

（3）体感する教材のエ夫・・学ぶ意欲を高める場面

①心の発達と「感情・思考力・社会性」

ア　見付けよう仲間「どきどき　ほつ」

　児童に人との関わりの中で年齢とともに「心」が育

っていくことを楽しく学ばせたいと考え,仲問づくり

〈写真９　仲間のづくりのエクササイズ〉のエクササイズ

をした。方法は，

児童１人１人の

背中に色の付笑

を貼り，お互い

に話をしないで，

同じ色が貼って

ある仲間を探さ

せるものである。

制限時間は３分

間とした。児童は,指を使って同じ色だと教えてあげた

り，自分の背中を友達に見せたりして,必死に仲間を捜

していた〈写真9〉。そして仲間が見付かると笑顔にな

った。シェアリングでは，「仲間が見付からなくてどき

どきした」見付かって「やったーと思った」と感想を

述べていた。その後,このエクササイズは何年生ならで

きるか考えさせた。「１年生には難しい」「５年生だか

ら簡判こできた」などの意見が出されたＯ「見付けよう

仲間どきどき　ほっ」の実践で,児童は,具体的に１年

生の時よりも心が発達していることを意識することが

できた。

イ「狼少女花子ちゃんになろう」

　児童に心の発達には経験が関わっていることを習

得させたいと考えた。そこで「狼に育てられた花子ち

ゃん」について考えさせた。「人間に発見され,本当の

お父さんに会った時,何語を話すでしょう」という発問

に「英語」「日本語」「狼語」［何も話さない］に意見

が分かれた。そこで，30秒間狼になって「うおー」「

がお一」と隣の友達と話をさせた。その後,挨拶は何語

でするか考えさせたＯ「ずっと『うお一』『がおー』と

周りも言っていたら,その言葉しか話せない」「経験が



なければ話せない」などの意見が出された。抽出児竜

ＡやＢ,Ｃも楽しそうに狼語を使っていた。心の発達に

必要な思考や社会性は,生活経験の中で育つことを体

感したことで主体的に考える二とができた。

①心と体は関係している「心＝体??」
この授業では，心

と体が繋がってい

ることを楽しく感

じ取らせたいと考

えた。まず，「大当

たり」と書いたく

じを箱からそっと

取り出して見せた。

　「二の中には，１

本だけ大当たりが入っています。大当たりの人は,今夜

先生とディナーに行けます」と説明すると「ほんとに」

　「えー,うっそお」とつぶやきながら，目を輝かせ,くじ

を引いていた〈写真10〉。くじを引いた時の気持ちを

尋ねたところ,児童から「どきどきした」という感想が

出た。「体の中でどきどきを表せるところはあるか」と

質問した,児童はすぐに「心臓」と答えた。他の児童か

らも「あっそうだ,心臓ほどきどきっていう」との言葉

が出て,クラス全員が気付いた。こと体が関係している

ことを感じた場面であった。このくじ引きでどきどき

した気持ちを体感したことで，「なるほど」と納得し，

授業に対する興味。関心が高まり,意欲化につながった

ことが，児童の様子から伺えた。

②まだある不安や悩みの対処法

　不安や悩みがあった　〈ｸﾞﾗﾌ11対処方法を考える児童〉

時の対処方法は,児竜

からたくさん出された

〈写真11〉が，対処方法

を具体化する二とや

体感する二とて実践

できるようしたいと

考えた。

アアロマオイル体験

　まず,ラベンダーの香

りのアロマオイルを全

員の刊こつけていった。

いにおい」「ほっとす

る」アロマオイルをつ

けてもらうと児童はそ

の香りを嗅いでつぶや

いた〈写真12〉。ラベ

ンダーの香りには,リラ

〈写真12ｱﾛﾏｵｲﾙ体験〉

ツクス効果かおる二とや,香りにはそれぞれに効果が

あることを知った。児縮ま,アロマオイルマッサージと

か癒々し｡などの言葉を,街角やテレビで見て知ってい

た飲実際にアロマオイルの香りを嗅いだ二とがなか

つた。多くの児童八授業の感想の中で，「アロマで心

を和らげたい「香りを嗅いだとき少し心が落ち着いた

。二れからも自分に合う香りをつけてみたい」とアロ

マオイルを取り上げていた。

イ絆ワーク　（東日本大震災支援プロｸﾞﾗﾑ゜日本臨床心理士会作成）

　新学習指導要領では，「からだほぐしの運動」を重視

している。ねらいは，「体の状態への気付き」「体の調

子の調整」「仲間との交流」である。そこで,この授業

では,リラクゼーションについて取り上げた。リラクゼ

ーションの仕方については,スクールカウンセラーに

相談して実施した。ます，１人でできるリラクゼーショ

ンの仕方を体感させた。

　その後，２人１組で「絆ワーク」を行った。これは，

このクラスの不安や悩みのほとんどが「友達関係」た

ったことから,友達との関係を改善しようという気持

ちを高めたいと考えたからである。「絆ワーク」とは，

スクールカウンセラーが「東日本震災支援」として現

地で行ったプログラムの一つである〈資料3〉。

　前の人は応援してもらう人,後ろの人は応援する人

で,温かい気持ちを相手に伝えることを目的にしてお

り,本校の５年生の現状に適していると感じたく写真５

　〉「絆ワーク」を体感した児童は，［温かくて気持ち

がよかった］「温かい気持ちが伝わってきた」［友追っ

ていいなと思った］「一人じゃないと思えた」と,感じ

たことを穏やかな顔で発表していた。絆ワークの感想

の多くが，「温かい」「優しい」気持ちになったと答え

た〈グラフ5〉。

〈写真14絆ﾜｰｸをする児童〉　　〈ｸﾞﾗﾌ5　絆ﾜｰｸの感想〉

－198 一一



５　授業実践の考察

（1）仮説の検証

①知識の習得・活用‥改善しようとする気持ちを

　　育て実戦力を高める

　【考察】「学習してよりよい人間関係を築こうと思っ

たか」という質問に対して「思った」「少し思った」が

100％だった実践への意欲化かできたことが,事後

〈グラフ６　不安や悩みに対処できるか〉アンケートからそ

こから心が分ても

かり〈グラフ６〉，

何かあっ回復して

いく力（レジリェ

ンス）の基礎が培

われ,自分の心の

状態を知り改善し

ようとする気持ち

が高まったことが

証明できた。

②体感する教材のエ夫一一学ぶ意欲を高める

　【考察】体感する教材を取り入れたことにより,授業

終了時に行ったアンケートで，全員の児童が「楽しか

った」「まあまあ楽しかった」と答えた。また，「もっ

と勉強したい」「よく分かった」「これからも実践した

い」が多く見られた。体感する教材を取り入れたこと

は,児童の意欲につながったことが立証できたくグラフ

７〉。

　〈グラフフ〉児童の授業の感想

〈資料8〉抽出児の評価

　①～③の検証結果から保健学習の単元の中に，言語

活動。知識を活用した学習活動・体感する教材の工夫

をバランスよく組み入れたことで,児童は意欲を高め，

分かる(体感し)中で，思考力・判断力を高め課題を解

決することができた。

(2)成果

　授業実践後,５年生の児童に自力解決型ステップア

ップカが身に付いてきた。授業の１ヶ月後,友達や周り

のことを考えられる児童が増え,ストレスを感じるこ

とが｢少なくなった｣56%,｢少しずつ軽くなっている｣

36％と,ほとんどの児童が,継続して人の関わり方や対

処方法を実践していた。授業モデルを開発実践したこ

とで　確かな習得・活用学習が生涯にわたる子どもた

ちの心身の健　につながっていくと確信した。

６　課題実践研究からの授業提案

　課題実践の課題から，次の３点を授業提案とする。

（1）児童の意欲を高め,確かな習得。活用をめざした授

　　業方法のエ夫

　単元の学習課題を軸として,言語活動と知識を活用

体感させる教材・方法を工夫した学習活動のバランス

を考え,児童の思考に沿った授業構成を実践すること

で,習得・活用の場面を評価し,思考・判断につなげる

ことが生涯における心身の健康の保持増進につながる。

（2）児童の確かな習得。活用を広げる

　今回の学習指導要領「総則」において「心身の健康
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③抽出児童の変容－ＡＢＣ３名一

　抽出児童Ａは,林間学校への参加に不安を感じていた

が，本単元の学習後，参加意欲が向上した。抽出児童

Ｂは,放課に以前よりも友達とかかわる姿が見られる

ようになった。抽出児童Ｃは，友達と話すときに相手

に対して思いやりをもって話せるようになった。より

よい人間関係を築いていこうとする実践への意欲やワ

ークシートや評価テストからも確かな習得・活用・表

現力が高まったことが立証できた。



の保持増進については,体育科の時間はもとより,家庭

科,特別活動においても教科の特質において適切に行

うように努める」ことが求められたことは重要なポイ

ントである。つまり，１．心身の健康増進の教は保健

学習だけではなく学校教育。全教科や活動の中に立置

づける必要がある,2・教科指導に当たっては「教科の

特質　を踏まえた指導が求められている　保健学習で

習得した知識や「思考力・判断力。表現力（活用）能

力」を生かして各教科で課題解決に取り組むことがで

きるようないねば双方向型の授業構想やカリキュラ

ム開発が必要である。

（3）教師の授業力向上

　教室で授業を行い評価していく中で,現代の児童生

徒に心と体の健康と安全の重要性をしっかり習得・活

用させるためには,養言教諭であっても教科指｀での

系統的・構造的な授業力（指導力）を高めることが天

切である。単元を通して児童に習得させたいことを明

確にし,習得した知識や概念をより着実に定着するた

めにも「分かる」（体感）を基に児童の発言を基に「習

得」させられる教師力を高めたい。
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